
12月7日（日）～1月5日（月） 満月セレクト
－ 今回のセレクター ご紹介 －

大学在学中にラジオDJデビュー。
首都圏のFM局を中心に番組を担当するほか、ナレーター /インタビュアー /MC/イベントプロデュースを
務める。Inter FM「Barakan Morning」でアシスタントを担当した。
現在は、JFN「News Delivery -Evening Edition-」DJ。フリーペーパー「Metropolitana」で音楽コラムを
連載中。

稲葉 智美

1.

Henning Schmiedt / Schnee  （FLAU / FLAU32）
旧東ドイツ出身のピアニスト、ヘニング・シュミート。タイトルの『Schnee』はドイツ語で「雪」という意味。日本の
東北地方を訪れたシュミートは、雪の存在感に感動し、9歳まで過ごしたドイツ・エルツ山脈の雪に閉ざされた
冬を思い出したという。静謐な雪原が浮かびあがる1枚。

2.

Vashti Bunyan / Heartleap  （FATCAT / YAIP-6030）
UKフォーク界伝説の女性シンガー・ソングライター、ヴァシュティ・バニアン。40年以上のキャリアの中で
初めてのセルフ・プロデュースに取り組んだ3作目が今年届いた。カヴァーの絵は、娘のウィン・ルイスが描いた
もの。消えかけた焚火のように、はかなく温かい。はらはらと落ちては溶ける音の雪をみつめる35分間。

3.

Laura Marling / I Speak Because I Can  （VIRGIN / CDVY3075）
ジョニ・ミッチェルを髣髴とさせる、24歳の女性フォーク・シンガー。2010年にセカンドアルバムである本作を
リリースし、翌年ブリット・アワードを受賞。マーカス・マムフォードが参加している。新世代フォーク・ムーヴ
メントの注目株。

4.

Low Roar / Low Roar  （TONEQUAKE / TQ1102）
レイキャヴィクで活動するバンド、ロウ・ロアの2011年リリースのデビューアルバム。フロントマンのアンド
リューは以前カリフォルニアで活動していたが、アイスランドに拠点を移しメランコリックなサウンドに変容。
10月にはアウスゲイルの北米ツアーに参加している。

5.

Sibylle Baier / Colour Green  （ORANGE TWIN / OTR022）
ドイツの女優／シンガー・ソングライター。ヴィム・ヴェンダースの映画『都会のアリス』に出演。70年から73年
にかけてオープンリールで自宅録音された音源が、2006年にCD化。長い眠りから覚めた若き日のベイヤーが、
耳元でささやきかける。
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